
 

 

 
【色目】裏山吹 ＜表：黄 裏：紅＞ 

 

山吹の花を裏から見た色目で、若人の色とさ

れている。No.3 に裏梅があったが、その山吹

版というわけだ。かさねの色目ならではの細や

かな観察眼。裏梅も裏山吹も裏の色は紅だが、

裏山吹の左の色見本は、オレンジを勝たせた赤にさせてもらっ

た。そのほうがそれらしく感じるから。江戸時代後期の歌人・

熊谷直良に「物思う妹が姿に似たるかな雨にふしたる山吹の花」

の歌あり。確かに山吹の花びらは、薄くてとても繊細だ。 

 

花材は弾けたツルウメモドキ。秋の実物・ツル物の代表の一つ。黄と紅の組み合わせは鮮烈

だ。観葉植物のラビットイヤー（フワフワした起毛のような質感を持つ）を組み合わせて一瓶。 
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【色目】梶 ＜表：萌黄 裏：濃萌黄＞ 

 

秋の色目。梶の木はクワ科の落葉高木。大きな葉

っぱに独特の切込みがあり、紋章化もされている。

昔からその葉は、神事で供え物の敷物に使ったり、

七夕祭りで和歌を書き込み笹飾りにしたりも。さら

に樹皮は紙の原料にもなったそうで、まさに「神の木」「紙の木」。 

 

 

 

 

 

花材は、黄金ヒバと椿の葉で緑の濃淡コラボ。ちょ

っと椿の葉が濃い過ぎるようですが、あしからず。 

 

by「高部の花辺」 

かさねの色目の花あそび No.19 
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かさねの色目の花あそび No.20 
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